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●背景　
図書館の予算が縮小されていく
なかで、それに関わる普遍的課題に対応するには、あらゆる戦略的なイニシアティブを最大限に生かすことが非常に重要である。例えば、印刷・非印刷資料や人材の獲得、
増
大
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ス
ペース確保、利用者の情報ニーズに
適
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
モ
ン
ズ
の
導
入、そして既存のデジタル技術のアップグレードなどの課題があげられる。こう た課題に対して、共同での資料収集や目録作成 保存、アクセスのほか、図書館相互貸借、レファレンス・ フェラルサービス そして紙媒体 らインターネットおよびモバイルアクセスにまで対応した文献送付サービスなど、今日のデジタル時代ならで
は
の
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
リ
ソースシェアリングを活用した経
済的で時間効率の良い運営を目指す必要がある。　
カ
リフ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レー
校
は
、
当
大
学の
使
命の
ひ
と
つ
とし
て
、
多
く
の
専
門
分
野に
ま
たが
る
学
際
的
な
国
際
地域
研
究
を
支
え
て
きた
確
固
た
る
長
い歴
史
を
持
つ
。
大
学に
は
九
つ
の学
際
的
な
国
際
地
域
研
究
に
関
す
る
拠
点
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
はじ
め
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
、
欧
州
研
究
所
、
国
際
研
究
所
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
、
ス
ラ
ブ
・
東
欧
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
所
、
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
中
の
様
々
な
研
究
機
関
⑴
とともにグローバルな研究のイニシアティブをとっている。国際地域研究のコレクションに携わるライブラリ ンたちは、言語や形式を問わず関連する研究資料を互に協力して収集し、バー レーお
よびその他の地域における国際地域研究を支援することが求められている。　
本稿では、東南アジアに関する
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
⑵を
収
集・
整理するためのローカルから世界規模にまで及ぶ東南アジア図書館ネットワークとリソースシェアリングを「厳選して」紹介する。さらに、アジアおよび東南アジア研究を行う国際団体 ついてもいくつか注目したい。これらは、東南アジアコレクションに携わるライブラリアンにとって、国際的な学術
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触
れ、
ネ
ッ
ト
ワークを構築するための重要な場である。いつでもどこか でもクセスできるインターネット環境を考慮し、常に変化するデジタル文化のなか 、グローバルな図書館ネットワークやリソースシェリングの有効性を生かし、現在と
未
来
の
利
用
者
に
対
し
て
よ
り
よ
い
サービスを提供できることが筆者の望みである。●学内ネットワーク　
カリフォルニア大学バークレー
校では、国際地域研究に携わるライブラリアンたちは、国際・地域研究学部（ＩＡＳ）のもとで密に連携している。ＩＡＳのライブラリアンは当 の代表として分野別の委員会（芸術・人文科 委員会、社会科学委員会）や図書館の機能に関する委員会（管理サービス委員 目録・メタデータ委員会、コレクション 、教育支援委員会、公共サービス ）との定期的な会合 出席し、アイディアや知識を共有したり、コレクションやサービ 方針に関する図書館の動向や課題について議論したり、利用者のニーズに応える有効な解決策を提案したりしている。●地域ネットワーカリフォルニア大学の組織ネットワーク　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
一
〇
の
キャンパスでは、それぞれ東南アジア研究資料の収集にお て異な
国
際
的
な
東
南
ア
ジ
ア
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
リ
ソ
ー
ス
シェ
ア
リ
ン
グ
─特 集─
新しい
研究図書館を描く
海外の実践にみる知の集積・発信のいま
バ
ー
ジ
ニ
・
ジ
ン
イ
・
シ
ー
【
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
の
役
割
と
図
書
館
間
連
携
】
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る得意分野や優先順位を持ち、カリフォルニア大学バークレー校をはじめ、同アーバイン校、同ロサンゼルス校、同リバーサイド校、さらに スタンフォ ド の利用者ニーズに応えている。また、図書館相互貸借サービスや、研究に関するレファレン サービス、レフェラルサービスも提供しる。●国内ネットワーク東南アジア研究資料委員会（ＣＯＲＭＯＳＥＡ）　
ＣＯＲＭＯＳＥＡは、一九六九
年にハワイ大学マノ 校の レッド・Ｗ・リッグス教授によって設立
さ
れ
た
委
員
会
で、
ア
ジ
ア
学
会
（
A
sso
ciatio
n
 fo
r A
sian
 S
tu
d
-
ies ）
の
東
南
ア
ジ
ア
評
議
会
（
S
outheast A
sia C
oun
cil ）が指
揮を執っている。この委員会は、東南アジアに関する研究資料のコレクションの強化をはじめ、資料収集や目録作成、保存、レファレンスにおける問題への取り組みや解決策の提案を行い、東南アジア研究に携わる米国の研究者や教職員、学生の資料活用の便宜 高めることを目的として設立された。ＣＯＲＭＯＳＥＡは、当委員会の
委
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
議
長
お
よ
び
運
営
委
員
会
が
統
括
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
ＥＡ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ａ
は
蔵
書
構
築
と
テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス
⑶
の二つの分科会からなり、どちらもＣＯＲＭＯＳＥＡのライブラリアンが主査を務める。ＣＯＲＭＯＳＥＡは年に一度、オンライン上で
C
O
R
M
O
S
E
A
 B
ulletin
を
一
般
向けに配信している。また、アジア学会と連携した会合も毎年行っており、最近の動向や課題および問題点、プロジェクト、ニーズなどについて議論を行っている。さらには、専用のリストサーブを用いて、会員や東南 ジア研究関連の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る。
な
お、
In
-
te
rn
a
tio
n
a
l D
ire
c
to
ry
 o
f 
S
outheast A
sia L
ibrarian
s は
定
期的に更新されており 一般にも公開されている。アジア・アフリカ資料目録委員会　
アジア・アフリカ資料目録委員
会（ＣＣ：ＡＡＭ）は、米国図書館協会（ＡＬＡ）の一部門であ図書館コレクションおよびテクニカ
ル・
サ
ー
ビ
ス
部
会（
A
ssocia-
tion
 for L
ibrary C
ollection
s &
 
T
echn
ical S
ervices ）
の
委
員
会
である。ＣＯＲＭＯＳＥＡは、会員のなかからＣＣ：ＡＡＭの会合に参加する代表を指名する。代表者はこの委員会に参加し、東南アジア資料の目録作成のあらゆる側面に関する質問や課題、問題点方針を提起する。これらの提起は専門家コミュニティに関わ 議論や協議、再考、承認のために行われる。米国議会図書館の東南ア 共同収集プログラム　
米国議会図書館の東南アジア共
同収集プログラム（ＣＡＰ―ＳＥＡ）は、米国議会図書館（以下ＬＣ）およびＣＡＰ―ＳＥＡの参加
機
関
⑷の
費
用
回
収
モ
デ
ル
に
基
づ
き、欧米や東南アジアの国と地域の言語で書かれ、東南アジアで出版された同地域関連の資料を収集するプログラムで、本部をジャカルタ、支部をバンコク、クアラルンプール、マニラに構えている。収集の範囲は、芸術や人文科学、社会科学、自然科学などを網羅するＬＣの主題 ロファイルと資料カタログに基づいており 資料の形式は単行書、定期刊行物 地図お
よ
び
地
図
帳
の
ほ
か、
マ
ル
チ
メ
ディアにも対応している。研
究
図
書
館
セ
ン
タ
ー
の
東
南
ア
ジ
ア・マイクロフォーム・プロジェクト　
研究図書館センター（ＣＲＬ）
の
東
南
ア
ジ
ア・
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ー
ム・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
）
は、そ 会員の資金供給による事業で、希少なあるいは地域限定で発行された東南アジアに関する資料をマイクロフィルム化して保存することを目的としており、主に同地域で発行された新聞や定期刊行物、単行書 対象としている。また、一般公開のために利用可能なマイクロフィルムの購入も行っている。ＳＥＡＭにはアジアをじめ欧州、北米で延べ二七 機関が参加している。ＳＥＡＭア学会と年次大会を共催し、事業計画やＳＥＡＭが注目する東南アジアに関する話題につ て議論や見直しを行っている。●国際的なネットワーク東南アジア図書館人会議　
東南アジア図書館人会議（ＣＯ
ＮＳＡＬ）は一九七〇年にシンガポールで設立され、東南アジアの一
〇
カ
国（
ブ
ル
ネ
イ、
カ
ン
ボ
ジ
【ライブラリアンの役割と図書館間連携】
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ア、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア、
ラ
オ
ス、
マ
レーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム）の国立図書館や図書館協会、図書館司書養成所、その他関連機関の代表やライブラリアンといった専門家が一堂に会する場となっている。ＣＯＮＳＡＬでは 東南アジア地域内外における専門的なライブラリアンシップ ドキュメン
テ
ー
シ
ョ
ン、
資
料
の
展
示、
リ
ソースシェ リングなどを促進するため、年三回、各加盟国が交代して会合を主催している。国際図書館連盟（ＩＦＬＡ） ジア・オセアニアセクション　
ＩＦＬＡアジア・オセアニアセ
ク
シ
ョ
ン
は、
「
ア
ジ
ア・
オ
セ
ア
ニ
ア域内の西 ジア、南アジア、東南アジア、東 ジア、オセ ニアの五つの地域において、図書館・情報サービスとライブラリ ンの発展へ 取り組みを始動・奨励・促
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
い
る。メーリングリスト「ＲＳＣＡＯ
―
Ｌ
」
は、
専
門
的
な
活
動
や
企
画、会議について、アジアおよびオセアニアの図書館・情報コミュニティと連絡を取り合うためのＩＦＬＡの有用なコミュニケーショ
ンツールとなっている。東南アジア図書館グループ　
東南アジア図書館グループ（Ｓ
ＥＡＬＧ）は一九六八年にハル大学にて創設された。ＳＥＡＬＧは東南アジア研究に関心を持つ学者お
よ
び
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
で
構
成
さ
れ、東南アジアに関する資料の収集
や
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
作
成、東南アジアコミュニティの料へのアクセスの改善に向けて共同で取り組んでいる。ＳＥＡＬＧは欧州内の様々な加盟図書館で毎年会合を行っており、一般向けのニュースレターも年に一度オンライン上で配信している。●
 アジア研究および東南アジア研究に関する国際的学術協会
　
アジア研究および東南アジア研
究に関連する主要な学会機関、プロジェクトを以下の参考サイト紹介する。研究者や学生、ライブラリアン、出版社にとっては研究発表の場とな だけでなく、研究分
野
に
お
け
る
最
近
の
動
向
や
問
題
点、課題、可能性および展望 ついて常に新しい情報が得られる格好の場所となる。さらには アジ
アの研究者およびライブラリアンにとって、グローバルな学術ネットワーク 構築や、類似する研究の関心やニーズに基づくリソースシェアリングの場としても機能している。（V
irginia Jing-yi S
hih
／
米
国
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
クレ
ー
校
、
南
・
東
南ア
ジ
ア
図
書
館
に
お
ける
東
南
ア
ジ
アコ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
責
任
者
。
コ
ー
ネ
ル
大
学
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
米
国
）
で
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
研
究
と
言
語
を
学
び
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レー
校
で
は
ア
ジ
ア
研
究
に
つ
い
て
学
ぶ
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
、
京
都
大
学
の
東
南ア
ジ
ア
研
究
所
に
て
客
員
教
授
を
務
め
る
。）
《注》
⑴
 詳
細
は
http://ias.berkeley.edu/ を
参
照
の
こ
と
。
⑵
 「東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
」
と
は、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
に
関
す
る
印
刷
物
資
料
お
よ
び
電
子
化
資
料
を
意
味
し、
言
語
や
形
式、
発
行
者、
発
行
場
所
は
問
わ
な
い。
⑶
 「テ
ク
ニ
カ
ル
プ
ロ
セ
ス
」
と
は、
東
南
ア
ジ
アに関する資料の目録作成を意味する。
⑷
 詳
細
は
http://w
w
w
.locjkt.or.id/partici-
pan
t.asp を参照のこと。
《参考サイト》
●オーストラリアアジア研究学会
　
http://asaa.asn
.au/
●アジア学会
http://w
w
w
.asian
-studies.org/
●
 イギリス東南アジア研究学会（
A
ssocia-
tion
 of S
ou
th
-E
ast A
sian
 S
tu
d
ies in
 
the U
n
ited K
in
gdom
）
http://aseasuk.org.uk/3
/
●ヨーロッパ東南アジア研究学会
h
ttp
://w
w
w
.eu
ro
seas.o
rg/p
latfo
rm
/
en
●国際アジア研究所
http://w
w
w
.iias.n
l/
●
 東
南
ア
ジ
ア
研
究
資
料
委
員
会（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
ＳＥＡ）http://w
w
w
.corm
osea.org
●
 ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
資
料
目
録
委
員
会
h
ttp
://w
w
w
.a
la
.o
rg
/a
lcts/m
g
rp
s/
cam
m
s/cm
tes/ats-ccscataa
●
 米
国
議
会
図
書
館
の
東
南
ア
ジ
ア
共
同
収
集
プ
ログラムhttp://w
w
w
.locjkt.or.id/
●
C
O
R
M
O
S
E
A
 B
ulletin
h
ttp
://w
w
w
.co
rm
o
sea.o
rg/b
u
lletin
/
bulletin
.htm
●
 研
究
図
書
館
セ
ン
タ
ー
の
東
南
ア
ジ
ア・
マ
イ
クロフォーム・プロジェクトh
ttp
://w
w
w
.crl.ed
u
/a
rea
-stu
d
ies/
seam
●東南アジア図書館人会議
http://w
w
w
.con
sal.org
●
 国
際
図
書
館
連
盟（
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
）
ア
ジ
ア・
オ
セアニアセクションh
ttp
://w
w
w
.ifla.o
rg/ab
o
u
t-th
e-asia-
an
d-ocean
ia-section
●東南アジア図書館グループ
http://w
w
w
.sealg.org/
（
な
お、
本
稿
で
引
用
し
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
最
終
閲
覧
日
は
全
て
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
五
日
で
ある）
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